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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第3号

2009.3.9
発行責任　北海道社会保険非常勤職員労働組合　書記次長　松岡
〒060-0806札幌市北区北6西7　　℡011-747-3211
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

6日午後、社保非常勤労組全国協議会も参加して北海道社会保険事務局と意見交換しました

3月6日（金）13：30～14：00　意見交換（交渉）を行いました。詳細は以下のとおり。

参加者：【当局】笠井総務課長、髙坂総務課長補佐　

　　　 【組合】松岡書記次長、合田全国協議会事務局長、永田全国協議会会計監査　

組合：4月以降の国民年金推進員、謝金職員、賃金職員の任用定数や賃金改善について、北海道事務局の状況を聞かせてほしい。

当局：賃金職員に対する通勤手当はこれまで支給をしていなかったが、社会保険庁から通知があり4月から賃金職員にも通勤手当を支給する。北海道全体で月当たり200万円程度新たに費用が増える。予算措置を伴っていないことから、見合い分を調整する。4月から6月の繁忙期については、前年同数で調整済である。
国民年金推進員業務の市場化テストは未実施の4事務所（砂川、稚内、岩見沢、留萌）で10月から実施する。当該事務所の国民年金推進員12人は9月末で任用終了となる。その時点において当該事務所の他の業務に欠員が生じていれば、新たに任用することは可能である。
謝金職員、賃金職員の4月時点における任用数は、前年同数で各事務所にお願いしている。
あなたも是非、組合に加入して自分の意見で働きやすい職場づくりをしていきましょう
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